
耐火造二階建片廊下形式建物火災実験

Flre Test in a Two-story， G。問reteBu柚".州hSeveral roor1'1S along Ihe白 rridor

8簡 IIJ λ 睡尾・・・

~ 本 滑 組・・

辻 真 後・・

水 田 f//.. 

千 3罷 樗・・

鈴 木 畳・

¥V， 問rformeda firc te鉱 ina IWO-1itOηヘa:mcretebuilding with several room!! alon"山ecOrridOT 

and obtained Ihe followink r田 ults

1) Flashovcr occured 5 minutes after fire was set. whlch almost coincided with the nre department 

& tlme of arrI¥'al 

2) There was an e:;;p田 ureha日 rdto tke ad阿 nmgbuild;ngs by radiant h闘し

3) Wllh alllheopet1;ngsclo舵d，smoke時 locllyW拍 about15m/minC50h/min) in the corridor when 

measured 31 thc light r，回目tiollrate (Cs) ()f 1 

l. I~ じ めに

火災克腕U 昭和''''に脱原大学でfi盆われた

bの金初めとし白その後数多〈の火虫11!断。g行な

わ仇壌在に重ヲているが.今 L{tH木解決の叫恵

が致多〈授ヲている.それら多〈の問題のゆでも.

7ラ，シ，;rーペー現象"予闘である&か.湿の

当震動"ど底調隆人命の安全にかかわる③" 一般人

はbとより消防活動を行な令書家屍にとって し そ

の解暢I;!-bのて重野な製題で"るg

今回，昭和38年に運段した裡拘を取。織すに際

L τ句実大火災安積金行うニ<>'で怠たので，そ
の内容e煽傍ずる.

2 実験目的

実験週初回 町下記置して多数の陪受が9臨んで

、 a る.この鍾絢山崎遭拘IIU'生かし. 廊下~仇れ

る帽の場動杷健'1'.耐火造住"の火災性札"に

7 ラヲシ~ Jf -，(現象時の色伏j!HJに上階級

僚への延焼危険金信どを但輝し.火災の子動 人

命安全灯飛JWに憐防活動上"'''鍵貸料.得るニ

とを目的色した.

-・・内ili1亨納r1t1'-a • 'M-研究室 ・事鴫倒防曹

1291 

3 実融実施日時

昭和瓜8'ε8同iO日 (水}

午附9時307}-to時叩分

4.実験唱踊

阪京都烹何山市ilI'.町丁目七轟

5. 実睡鍾抽白檀要

趨拘摘進級扇コソタリート'"¥RC) 

組ヒ2階建 12101
ー断床面積 J2I耐

=階床面積 305πf

Il面 積 :626m' 

纏拘の立面及ぴ平信"図 1&ぴ図2に 建物の

Itよほ"1に手'・ It:.実怨也絢の全般を写真 1

に示す.

6 実験条件

実峨濯物は老人が使用して来た経誌から 火災

霊に老人夫婦が居住していたむのと.!!!定し実践条

件をSたのだ.

1¥1 火出荷冨

火災荷重 Il .J~ Zに訴すι>;9で"る.r.t ii 

消防科学研究所報　２１号（昭和５９年）
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表i 建物仕上げ

w 判， . • • 建 S写
可同 ‘， . ， ， 本"圃ーL曹管 -d-.，，喧 時MEaCa--1V 

"・・F.. 憎唖副唖 。"， s "且，-rfJ.p-zv，ohヱ，，eaU-， 
'鴨
.1 ~ .... タャ下司量，. ー'. Ii ~慣問"-L

憤稲荷重に閉して.高分子科駐軍事b含ま仇て

~ I f，ーがご〈少震なので売額量によるlILlll!lI')

"1すね信かった.当日験線"としτ使用した
米材の倉本当J:':1;t的 13%であ，1.ニ.可般物のE

R閣を固3に，また司燃物のE安定状況を写真

戸司
.喧園陸.

I 

写真 l 実験建物全鼠(開制}

表 2 柵・2荷量ー覧表{含水率13%】

品名 "ll 内 限

洋 ダ〉λ(Il 47 5 kK 

M i2) 1 30 M 

整理Pンス 1 32 " 
三本 棚 " H 
テープル 10 仰

イ ^ 4 25 11(X ~ ， 

プ ν 巳ー 20 " 

古ーベ" ト 3 13'1， 1311. 141' 

布 田 12 263.48o .20.68s .1SOI 4s 3 O. 3.0. 30， 1.5， 7 O. B. 

座布団 4 20 " ( )(，，) 

衣

タ

傾

18. 16. 13 6. 13， 13. 12 5 
125E.12.12.1 15， 1 

リ プ 21 11 11o 510s O5928 • 
9. 8 5.且.8 4， 5 S. 6 

司陣依i!llll!当りのm・R荷m
定円面倒 45m x4-:;im=20.25m' 
Il!l:荷憲合計 =513.5ka. 
513 5k& -20 25岬0:25.4

三盆i撞ζ旦

a十

{汽火用i

会計

(31 1 

儲』同十 iD 核
陥 H奥'f'l<高.

47.5k.l 1020n x 59cm x 179c:rn 

30 u 45x55>: lBO 

32 " 91 X46)( 136 

21 " 60)(30)( 176 

10 ， 83)(83)(73 

10 /1 

20 “ 40X40)(35 

<0 H 340x256 

51 H 

10 M 

9，) U 

280 31;& 

室内，押入， ，ンλ内
232 7ki 

に.~配慮

513 5kg 
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図3 隅11荷量配置伏現図

2.. 3に示す.

(2) 開口条件

間口舗のう ら.南側庭に歯したサッシュ戸

~ l/'d (45011)開依し.その他は金額問鍋し
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E力制定爾へ司

1・且E品..."，
凡 例

， 極量打i。唖植11{51 
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+十P"T.
6氾l
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Eム S，-..T"ー・I

事事問時間開閉

E下2・E平11!IJl P ~.4 
trJiID2ロa!lT5点

8食射tII.R J(i 

図， It澗位置函{そ的3) 

α}点火位置及び方，!

rS:k.位置"図3に示?と対?，火"・吋その北

京角に~'"周の修タリプ ( 3cm'" 2町、抽"'，

"本~ 5.区づっlO段芥桁状に，自 ら上げI よ

れ』こ助J:!'if才主しτメチルアルコ ル ，!を?
リプょに散布し ..火硲 こより点火した.

7 測定項目晶げ方，圭

川 気象

団 s に .~ず飽慢で.地.J- 2m .1)局舎に細野

彼氏風向風通針金.また 1.5mの向きに打a

まえの温温度計~設置 L計調IL/:.

(2l 適度

i&A.U'iJ芳スヲ ル砲車問の)0〆a・7'‘
1m 



1 j ~ I K ) 斜屯対~用い ヂ~ "'，レーマル手

ロヨヮー によワ計測し 計制β量生l;t:N .s， 1::レ

"-，-. 
制定位置~図唱 団6に示す.

回 放射烈

政射釧I，L 'k!足宣l旬開に開ロIl!lよりそれぞ

れ5m，IOmの位置に2点北側1mに1点ω
針3点で欄定した..iOidl;U也kよ')2m tl.. 
? 

h九恥

側 室内圧力

室内圧力は.宮円ω同位置の6点σf)inJ1;.に

コぃτ. 圧力 H"傑笹川い. べ~~コーダー

により附ffilしと.ヨ百円圧力測定位置を園.. 

問6に小才.

(51且温度

痩調度11.遭遇型<>'堅調置計そ使用Lべy

νコーダーに記録し.後に LambertBecrの

総測により針"によコて滅光係致c，を求の
た.光路長は 1ml: L た.測定は廊下にそ 9て

写真4 短温度計鼠定札買

6 s!'ffヲ ，;;~高是 11 廊下天芥下 30onl::し

た園 1制定也置~国4.函 6 に . 級建状況を写

真4に示す.

151 ガス温度

ガスiIl!宣lま 火災芝'T*にEしたパイプLC
ポンプを旋HII'倣乳 鍛化政務及び二敏

也俊紫の各t健康r赤外線sス分析継を使用し
ぺ yレコ グーに!èt暴し広~ .fイプの高きは

庶から L5mの位置kした.制定位賀会田4φ

回6に示す.

閉 その他

7 哩掴降ド適度の眼測

圃下にスケールを設定し.10砂ごとの理

府の即さを目慌によって健測し記録した.
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鮫E状況~写跨 s に示T.

イ 延蝿位俊伎の測定

間口部からの噴出炎あるいは政則"が.

木村に与える"wを偲設するために，ツq
のZ島本(3四x<四 Y360~m) 6本金，思"

Eした閉口鰭から 50個おき にき事問簡に並

べて延鎌状況を霞慢した.

ワ毘録

実験状況..目鋭.写真. ~i'寸 に よ り記

録Lた.

8 実験回桔畢と検討

山 気象

天候 袋町

気温 30・C~33~C

湿度 75%、70%

風連 Q，4m!5110分間平均)

風向 問西@ら爾

宅《溢"寝験?急上昇し.これ::IH吋してIll'l
1: 75%命令 70%に滅少Lた.

121渇 lI:

ア 火災室円

火災室内の温度Ij:，T，t，.心T"までの位



した T"v.らT"の劃定極集号グ 772に
示す.火"去から 5m嶋れた T..I;I.:101会頃

に500'Cf-示している.自慢観測者はr立つ

t ~いので笹野令Uf< Lて，.たりと曜含し
て61).j母体をfIi<して遭離する ζとほ.身

体全守るという章、味でも，T常に大間なよと
が均かる.その唱火自殺霊から 15m.れた

Tれの欄定舗は 2帥℃新後でる，.廊下を反

れる問~tMの危険性を示している.な払

火市市直前OT川す 州電封ヵ恒絡したた

刺定 Z佐てあ3た.

置で絢定1-1.こ.のうら 火β壷近の支持

付近混tlT，・ ."点室円中炎天芥付近i!I度

手ιζ

¥-
一一一

IOOC 

同
-M--
耳
E
E
--

め.

グラフ3 S度l'階ベランダg分}
ウ上 鵬 (!~ベラ:." 11 

土地J溢胆!!.Tllt，.:. Th 主ずのI~町で

綱定Lた.d7l J正也慢を〆ラ'3に々 、す.，思
m:'({値~ rH. ， .!~\J 5 分後におこり.ら 4 う

ご府側同ロiist)，.;火炎.1噴出したと8と岡

崎でゐ..火炎温度を測定している bのを

考点 られる，町6分から]{分頃までの高趨

11/11:. ー陥ヘラ， ダの布団.'<"&規Lτ‘・
oと.てあり，そのf量嵐度が降 FLている

のH，lfH引が偽1..尽き かっ2暗室内に磁塙

しタかヲた二 tt-f!嫁するむの.，...，る.

冨宮

ちE-1・11

" t 

1Il00 

同

o 
n 

~S 

グラフ l 過度{点火定}

T..I.t:力測定位置天芥付近d強度T，.向!刷Jj

ヲス戸天兵付近省rT，;の測定結!I!を 7.
7 1 1こ"f:ず.T，l'La火後3分<11:1.ょ1:L Il: 

じめる. 4 分明→問，.(ß. ( (~る a そのIli.

5分10砂山7ラ ， ~マバ健全時 t で

上昇している.T.についでもほぼ同じ傾向

"示しτいる ~ 1'，，1;1や Il:' J分滑に上昇

を(jしめているが.ヲ手 ツシ zすー ・4ー需

生tをに-I!J品号室主 ι与し"，る戸かる，火災
が成RLI.1じのてから 2分限度で 火点望

全体が悠"を抹J!!lに'<'た と判断てきる.“

高温度l;t95σc.@ぇ，ヲラ i;"3 ;:t-.. 
t~の火災宝円r.Y1Jf1;1.:，各lt':L.f!f火開始

勾aで的曲0・c、伺0・Cで..った.，た 5 
分直後の7ラフ，品オーバ発生!kl.:，

-，分間の一時的信温度降下現殺が買うれ

m " ¥0 
TI~I ，・i・l
s " 。

fょ.

a 下
創下~， .:量廃 1 :1. T"f)'るT"までの{立闘で

。:五Lた，この弓ら風下にそヲて配.:十綱

イ
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射供の限界自主1..1，1.800kcal/m' h fl!lとさ

れて結?本""費巳錨ける鍛射偽強度は

10m虚礼ていて L'.os，人聞にと ゥて耐え

がたい纏で"ヲたと曾える.

オー室内圧力

圧hの測定緒周院をグラフsに示す.圧力
差は点火後s分30砂で.・南約7回 Aqに
還しτいる，圧力は点火からフラヲν二注オ
ーバー舞金時まで上昇しているが 3分担

エ放射僻

車交射燃の測定信3震をグラァaに示す.建
物南側に段Aした鍛射音十 R，t:: R，の姐".

77ヲシュ" バーの直後に怠織に k界し

ている.慮た.その時南側開口郎から 5mの

位置にある R，の値Il8，田O'Kcal/nih， 10m 

の位置にある九の偏lit2.000kcallni h陸

度でゐ?いずれも爽前終了時aで，，<0
変化を示してい伝L、人聞が耐えられる肱
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秒同f1.4分20砂頃 4分"砂頃と何回，.突

然下がっている@乙nは自民その他のダー

ターよ ηそ口ぞれ，均一t'-'の落下，草壁ガ

ラつえの峨捌の時間主 "している .:t~.?

ニハらぷ起因レた現~It考えられる.

" 惣潟度

湾整j備底調定車守却をグヲ7"こ示す置司iO

『‘'t~co ，01 

1・J! 110 

1・

.' . • ， " "聞.，・i・a
グラフ 7 ガス，.度

1・ 叩

度は 戸火からs分後民火点空駐車前の廊下
に何回しと S，'"慨が上野L..1霊か腕下へ
慢出しずここ とが分aる.これ11. 7ラッシ

~" バ にと ιr:;，)同日部。区大と時間
的にほぼ一巡しτいる陪
字 .".ス繍i賓

ガス調tf澗混こ鱈JHク777巳".す.般

家ガス.Jf: lJ ，4.;1:直後か人徐々 に祇'.レ

伯の，棋大後3分で的 I6%になη.その腕

:~.Ò ら急併に誠少し査火後 4 分30抄1..: 4.;1 0 

r.になコた::!:i.;え後8分‘寝泊すると LO-¥4
%阜で図IHてHる.鳥海1!lゆ急現段位低'JI

lJiY，Nが急漫にと昇を開始 Tる田町と一夜

Lて'" 本笑~に 2れ ιて火災が急還に鉱

夫Lたのがー点火後3分明であヲ3た羽Iがデ

ーターのよからむ鴎w，てきた.
二般化炭素ガスIIt1W... 主火直後。ら寄分

1%の'刷会で憎加したが点火後約3分析

必した時点から急訟に増加L.的3分"紗

で計審測定限界濁慢である 10鬼tこ量Lて

H るa

綾化民9憶がλ iattl J.点火 I~自民から 3 分

間 0.1%以下で.わずかながら増加J)IiJ向

にあったが目員火後3分Hを過すると急厳

に噌加L.約 4分30妙で計糟の捌定限界ilI
1!l Tゐる 5()も hこま で遣し I~ ~以上三極墳の

【37J

ガス酸獲の変化0・ら，点:1<1愛3分に火災が
.~直に 1);)ζ し e舎の.そ札~?れ散2貨が欠乏

しー傾化民衆ガス調度が急上昇したものと

理解でさる.

タ その他

目線観測結!I!よりその概要をまとのると

紋のようにGる.

間車ガラスの健受領事了ほ ，分20紗頃

より始まった.

1<1 鳳媛喰出は ，合同0沙明から怠般に噌

写真6 錫劃したコノクリ ト破片

nl1レs分10妙に7ヲウシ aすーI{-tlf.発
生した.

{ワ} コン， ') ト.，鎌裂は，分省に信こ

9姶'>.将比大さ主 h'3cmx5田 引き 15

Uの殴片が 15m園陸れた飢ヒのプラステ

ヲク製コヲプ令ニnしたのが確mされて
いる.飛散レた破片を写真6に示すa

同 階段の吹きil!付伝， !曜の吸い込み作用

がJてきい.

1れ玄間.. ル付近には.傾の栄之Eい場所

が存をした.

6川 上V障に速し仕組a →~I:L 冷却きれた

月ζ~ ，て斥薗ドこ滞備するI'l.'脅か見られ

た.

休} 倒火自民.火点匹上の;ニ馬会室内はもL民L

てい'J' ~1 1)(怒カ >λには鍋によるヒピ.:

入って、‘る.

9， 考 察

W 7ラツンュオーハーについて

7ラッシ aすーパーのE宣&U.150凶際線

信32日仏大震建駿m露1975より「フラ γν2オ
" とは あるl&ii1o内で 百円慢性の材料。t



写真7 フラ ';'lユオパ直前(5分1

写真B フラァγ ユオーバー直後(5分15秒)

写真9 火出量盛期

火災の巾にその全表面が脅さこまれる状態へ

の濯移J l: f.tっτuる. このlEliIに従えば白
今回の寝前に"いて.マフ フY ユ...←パ現

象は 5分10秒明に包きた左冒える.(写真 7

8， U安照}

アラッシ 2 寸ーバー健生直前までは目III曹5

1lI1聖の低下. ー俗化成眠=般化鋭~iA~匿の

上昇 また室内圧力の上昇.室内温度上昇の

純化なを'がみ。れる 7ラvシュすーパ発

生時巳l主圧力が胴上昇し.その後急iI!に室

内圧Jワが減少する.室内温度む火点付近4ニお
( :t凋i

いては 7ラヮシ孟オー" 発生後一且低〈

，.るがI その後徐々に回恒し.温度"上縛 し

て安定Lぞ拭閣をなる..たE注射烈に関して

はーアク ッジユオ パ により火炎が町四凶ず

ると.!:::bl.:上野してUる.

ニ.こでフ ラッシ A 才一パー現象を発生させ

乙に必要な，日rl!l也ガえの蓄慨について考え
てみる.ガス調度の変化から分かるように

77ッνュオ-，.:.ーが発生する附の点火後納

3 jう頃より.I!!!ヨ騎uの急週障な減少が見らIt
るよとから.不完全惣総状限に会ヲていφこ

とが分かる.火点室天井付近の T，の温度がこ

のとき下がるのは.この厘留による bのと思

われる.そしてニの聞に禾燃ガスが奮籾して

いる>.考えられる.

方医力の変化は点火後 3930砂明阜で

徐々に上昇しτ，.る.このことはC仏のよう
とZ精2往生成ガス.COのよう伝来悦の司燃性
Iiλが蓄私:'1して室内の圧力が上昇していると

理解で怠る. 5分10紗のアヲ ;.'y，，-活 ハ

の健生11 ガラλが若下Lた直後に組きてい

る.発生以前にガラスが本下したにむかかわ

らずフラ γ" オ パーにHたら'""ヲたの

U 可怨色ガスが寸分布臼してい〈よかヲずごた

の左思bれる.7ラフショ オーバー也後よ 9

温度は低下し 圧力が減少している.極度に

ついτ1:，た とえば Tι~TI (火点室中央のそ

札ぞれ天井付近.中央，床付近}の制定結集

金見ゐL 中央よワ上のT，とT，のプ?フに

その現象台慣ら"..

アラッシ.;L.t- Jf一直前の状況を考えると.

この付近に"がなワ来鰍ガスが蓄積している

と権樹さ" ガラスの藩下あるいは焦燥の自齢

化によヲてこれらのがスが減少し，な泊かつ

がi入した外"<¥1:よ~て 時的にili月l'tI~下った

もりと思われる.そゆ後室内可略物の憶犠が

最盛期と'ょっ i 田町C-9同'C"閣で温度が

定左'c"7/，こむのと湿解される，
m f!挑危険性についτ
一般に木材の苦l火点" 何分解が"Illんに信

る2曲℃前後.発:J(~Ij 450'(前後にあると曹

われ ている.火点'l'南側間口部から 3m厳"

た11:11:測定住{合本撃は.f.J13 %) jま，目何回E

IJIt<射 ，!~ R，の鈷架から 9，OOukca1/rげh以上



の，，，j~，，隻" 点火的9分"抄t置に電車え始
めている.また火災l(のpν場。 ら約67m

11れた・ナyテ〆.'&rJ9 5m IInt.:・ツバキ.

'"‘が置色Lているのが!!!.，られたこ と伝ど

から回受県総体が木切である樋合 条件によ

ヲては滋射併によっ延臆する司2虫色。ゐる二

とが分台る. 

. "京宣上階のペランダに也Lた布団を線合

と する上階磨重への延t~危検についτ ，;:~の

J ，ばなる.

ベラー，ダの布団は舟火5分直後の7ラヲ M

..， 刊 にと bな今火災の喰出によりすe
慾え"しのている.この崎i 二階のガラ、に

tピが入ヲたと思ねれるが割れ言寄らる乙とは

"かった.ヒピは一般にか~よって劃れた犠

舎の符微で<bる佼ううたヒピ割れであり 穆

釘"誌の割前さんの所に8最中してお?そこから

割れ伯のた 、と が停かる. また t ピの~'"少

伝 〈 そのたのにがラ λが割れ落らなか~たと

考え られる. 鐙にs尋ぇ'1.I!ラλ面上の
温度が不均ーとなり .命温度と.低糧E置が

ある信金超えると割れると曾ねれている.今

回の実験では 二階ベラ Jダの布団全体が沼

崎明に憶え広a白ヲたため ず7}，函が 様に
加何5れたためにヒピ割れが少佐<.".i"下.'

姐."か勺たと考えられる. f'~ 6.ニ僧居室

の爾.1開口笛内側I"ra子ほ 実盤後に調べた
kζ ろ炭化会・Uのられr.:..このことから 可

俄吻.'長時間ガラス8しに産量制健全受ll1場

合 ガラスが峨峨しな〈て む誕揮する危陵?を

があることが分かる.

131 府下"抗れる哩の坐動について

• • 10 • m 

表3 緩め水平移動漣度

C宮 ，~St-s.-ー-s.-s，-s. 宇崎

001 3.85 3凹 s日 62S 4.H 1m!凪田41 
"1 ， 1 

1 0 

6 52 4.55 I.14 IlSJ 場SS 686 

13 6.' lu 67 187 却叩 10.71 14.阻

煙燭の降下I'!e盤盛等にさ<6されるが.磁
調健JI!かり火点霊前"廊下で 1st聞に的 10

四極度の宙開舎で降下している. .た.s争頃か
らは怠祖障に慢111"下がり. 10分慣に陥一階嵐

下全体が理に111:;bれている. (図7"岡}

また煙の水平移動速度 す伝わち胤Fを椛

11る湿の速度は2<3の4うに末のられた.威

光係数 (Cs(Of)がOO(のこ〈 樽い組におい

て。その水平移動温度は杓46m/nlln(7.7

crn/s) .またC5[1.:o10.1(-般人の雀It限界標
墜とJきれている}で的69m/l1lil1l11 Scml 

51. Csfll.tll 1.0(ほとんど先が見え夕、・}でIJ

14 . 6m/mln I243田信}であワ過去の，，~史実

畿の鎗畏で..る.3αm/m1l'lから 50m/minl阻

cm/s IJ旬 開園Is}の個よ ワもか信リ小会

い. ~れU制定されと穫が:A:!t.o.ら d空白書~~疋

筑をlLな3τ成れたもので々し火災重の
~ .まから廊下に疏れ:Jjた煙である事. また

彊物閉口gs1J{11とんど問しられτいた市街ど

によるむのと考えられる.な，;Cs慨が10以

上h:f，t "'lてから グラ 72にす.さ ハるよ， 1ニ

廊下の温度が上昇レて Hり愈たま堅3からむ

惜の上院につれ還Jltが急上昇LてH るので，

廊下に弱いて火災鍋l1l附と"った10分以後以

ついτl;t.tlUJ水平移動湿度が前記した"

• '" 
l・

A ‘，m 
図7 燈.スケ ルによる煙の動.(1分-12会3

議 室生字(，時間{分}告示す.

t 391 



-50m/min Iこ還しτいたk考えられる.

10.まとめ

今回行った実験から次のような結果"得るよと

がで舎た.

111 二の留の鰭物で，. . フラッ~.オ ーバーは

5分切に発生し 符にこO)岬附U摘防隊ω到

積時間とほぼー激するので.消火活動におH

ては十分注意する.f..白要がbる.

121 7ヲッシュ..ーパーの舞金;4111¥1では般票

_nrの低下白 III化炭素，二際化IU，頑nrの
上手. .た室内圧力の上昇.室内温度上昇の

錠10.アラマシュ才一パー婚生時巳".室内
ガス繍度1>.ぴ圧力が 瞬よ鼻 ~.発生後はき室

内治医且ぴ圧力の一時的U在家少があヮた.

131 慎賓及び上階へ延焼する危険性".竪穴1>.
び壁のすき間等の埋直しが完全に施工されて

いれば延臆する危険は少佐い.

何IId射併により受要事鰍体が木材である渇含粂

件によ ヲては延旋する可健性がめる.~たベ

ラング布団などの可燃物は.上階への延焼慶

体と伝り うる.

151 廊下等金流れる煙の速度は.火災釜の圧力.

鎗忽凪温度の・6・~大嘗 〈 受ける. 符に今

(10 ) 

回の'111・でほ湿の水手移鋤速度itl15m/m凶

!Cs=ll .oC鱒られた.

11 おわリに

ヰド，官級は消防料学研究所の各研究室がそれぞれ

のテーマを怖って着陸直しなbので.その 鱗を掲

絞した.

会~ . w験に際してlI¥八消防方面本邸 調匝村山
備拐事の償温JワをJU.ここに感謝の宣告表Lt

す.
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